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「経済大国」，90年代大不況』（有斐閣，2000年）
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は　じ　め　に

　2蟹鎗年i月新版び）薄行以来．すでに書評がい

くつも発表され，本書の評懸は定まった感があ

る。いま手許にあるものを発表顧に挙げれば，次

σ）ようになる。

　（玉1　根沢幸鋭　『遷閣　東洋経済圭

　　　　　　　　　　　　　　2綴｝年号躍。

　（2）　原遜國雄　「ポスト冷戦講究会」

　　　　　　　　　　　　　　2総嚢年5羅。

　（獲麟1www、鐙ev．ce、難Ωs擁猿一。廷、aご、鎗／～

　ke至譲1

　（3／　溝村哲二　ぎ経済蓬論学会第鰭園大会

　報告要議　　　　　　 21鵬年§厚。

　（4）野購宏ζ書斎の窓壌（奮斐闘／

　　　　　　　　　　　　　　2韓｛1年§躍。

　！5）　鶴摂満彦　ぎ経済圭〔新嚢本籤叛社／

　　　　　　　　　　　　　　211縫年2鍔。

　いずれも，高い評｛藝を与えている。

　縮沢欝く，「歴史的かつ購造的な分勝」。

　原懇響く．「数戦占領下の鋳代から今羅の弊

年代プく不溌毒こいたる馨本資本主義総｛奉ぴ）歴史

を，アメリカとの麗孫で，資本窯義の現段繕麺i

握から運i論的かっ実証的に総掘」，「体系牲をも

つ醗究書として論争の霧」，「最近のマルクス経

済学における最高の労作」。

　湧材繧く，［一国の畿内資本主義分析にとどま

らず，戦後現代資摩主義の量弊籟成の転換とσ）

関係，と9わけそのコアをなすアメ1ナカとの闘

係を軸に撰えつつ，馨本経済の現状σ）混迷の睡

史的授権にまで邉って解墾」。

　野蚕薩ヨく，注1本経済6）霧難と総鬚」，「勢権菱

後半の護米経済言劔，「…次資料が編密に提示さ

れている・半量紀のエンサイク欝ペディア、1。

　鶴蟹馨く，i一選譲藩究と玉垂付して撚数年にわ

たって行ってきた蕪本経済に麗する実蕪三難究を

まとめたも（募j。

　ここでは．鉄気の全体評籐を叢提に，とく1こ

戦後箪化学工業の性格に覆足して，今後，深め

ていくべき論点をいくつか考えてみることとす

る。

i　新しい再生産構造をめぐって

　本書によれば，55年以降の「新鋭重化学三1二業

の一挙確立」をつうじて．編年蒙後に．戦舞隼

戦中・難〔戦獲〔後とは全く異なる．新しい馨葺発達

購造が確立された。そこでは，第玉薬欝｛生産幸

段生産趨附擁こおける新鋭鷺イと学涯二業の確i麺，し

たがってまた，瞬内における生産手段の蓑1給棒

憲寧今確i登！が，強講される。というσ）は，一議韓毒投

資を鞍として第歪部門主導轟急速な拡大再生産

が実現していく」（i鵡ページ）ことを意味する

からである。こ農こそ，戦後纂本の資本主義が．

それ以嘗雛こはなかった織題．すなわち驚本主義

の一般的・繊有㌶題である「生産手段の遺棄il馨

題」を内包することになったことを霧語る（鰺2

ページ1。

　さらに，第玉璽部幣（消費手段生産藩野鐵にお

いても，新鋭重化学工業が，「湊費革命」と呼ば

れる消費・生活様式の…大変．華を趨こしつつ，急
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薦　　学　　論　　集

遼に確立されたことが，強調される。という0）

は，こうした耐久消費財生産部醒ともいうべき

第琵部溺の一大変でとは，第童部野慧におけるヂ設

織投資を軸とする急速な拡大再生産を倍簾・促

進していく関係の形成を意味する」（欝5ペー

ジ）からである。

　このような琴董謁は，　いかなる柔奪生産季薄造の形

を浮かび、とがらせることになる」）であろうか。

　本書では，次のように蟻的に語られている。

　「蟹餐総支鐵の構成比の国漢比較では，醤本の

　舞舞定資本形成垂の比重の群を叛いた高さと

　罫麟入溝費支罎の比重の非常な低さとが注暮

　されたが，しかしダ懸人消費支鐵圭もアメリ

　カ，イギサス等よ！ヲはるかに高い率で拡大し

　た点．渋意しておく。鵬人消費支思葉も嘉率

　で絋大したが，r羅定資本形成墨がこれをはる

　かに上腐る率で拡大したのである」（建6ペー

　ジ1。

　ここに，再1生産構造艶麗をめぐる基本対銃は，

きわめて萌確である。

　「灘定資本形成」・Cの高さと，「懸人溝費支

塞卦￥の低さとのあいだに横たわる格差購造

か。

　それとも，「絶入消費支墨」の年々σ）鉱大事と，

これをはるかに上回る「霧定資本形成」の彰々

の拡大率との麗菱縫造か。

＊なお，こうした基本対魏の背後には，「再生

産論と内在的矛盾（生産と消費の矛薦月捲握

をめぐる基本対統，すな津）ち，単純再生産を

基講とする立論（灘蟹盛太郎・爵克葛〉か亨そ

れとも拡大再生産廷均衡蓄積軌道養を基講

とする立論（富塚良三・井村喜代子／か，と

いう基礎運論との対統が横たわる。戦後にお

ける再生産・恐龍論論争については，譲稿「再

生産の諸条件とぎ潜在的恐緩の内容規定の拡

大製（富塚良三・吉療泰助縮縫本論体系　第

第醗巻第3号

9畦巻　恐簸・産業糖環論の体系遷喬斐閣，

i鱒7年／を参照されたい。

　原欝は，前者の格差購造を次のように襲謁す

る。

　「周知のごとく，かつて蜜縷盛太郎氏が能隼

　の鉄鋼不溌．65年の機械不況，簿年代不溌で

　いつでも問題縅したの嫁，戦後皿翻鐵重匙学

　工業がはたして戦後再生産購造の海部1こ定着

　可能かどうかということであった。その場台

　は戦後重化学工業をとりまく広範な在来中小

　零総藻嚢，農業との闘係が，構造全体が麗題

　とされ．市場題題として取り擾われなかっ

　た」。

　これ。に対し，本書では，露呈された遺棄事ま，対

米翰墨に病かい，冷戦アメザ露を内部から解体

させていくと購鋳に，この輪講が神びていくこ

とによって．麟内設備投資がまた拡大していく

こと力零墨調される。一1需縅して，冷戦アメリカ・

ドル依存，羅罠経済を超える対米輸蛋藪存の再

生産構造である。

2　「新鋭まをめぐって

　「新鋭」の凝念は，本妻では，次のように糧定

されている。

　　「ここで．影新鋭叢重化学工業と呼んだのは，

　アメ縫方を中心とする外蟹技術（罵露本に

　とって革新的技徳／の導入によって，慶存の

　量化学工業の製造接穂・生産設備体系が一変

　し，絶秀これまで存在もしなかった新しい重

　化学工業が麟墨されたことを示すためであっ

　て，新鋭重化学工業が『新鋭垂であるのはこ

　の時蟻までの数戦麩欝本にとってのことであ

　る。それ縫え，欝6§年鋭鋒にこれらを蓼新鋭蚕

　重｛と学二置業と呼註ζことは適当ではないj（i53

～謹ページ〉G
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後藤：井栂喜代子ξ理代襲本経済論断糠1一戦後復興，「経済大饗」，鱒年代大不浅墓（薦斐鱗，購§｛1年〉

　このように，本書では，　馨本という枠内での

比較が莇懸に蝉しだされ．，その「新鋭葺たる｛生

路が規定されるが，65年以鋒は，はずされる。

　だ方書，犀藝難のよう吾こうまさξこ65彗三以鋒の輸匙舞

のなかで，なかんずく驚年代以降．量界議場を

露巻することとな参，そσ）ヂ新鋭連なるものが，

童雰的に浅目されてくることになるのではな

かったのか。舖年代紅おける翰鐵の飛躍的拡大

の基礎にあるものとして，本書において毒摘さ

れている「M£化における躍進」，がその集約点

に飽ならない。

　この職猛1化」について，野嚢は，「著者の観

点はハー営こ編彗ソフトヘの醤醗りがやや不還

している」と指絶し，次のように位置づける。

　「本質は多様化する毒場ニーズに適応するた

めの構覇化なのである。それによって繧準晶に

頼った大量生産の綴罪を乗り越え，多品種大量

生産方式を確立したこと」。

　地方，原懇は，「冷戦アメリカ璽葱建化」と比

較し，「馨本璽麹観化の意義と駁界」を，次のよ

うに欝豪定する。

　「警村氏も事実で確認しているように馨本で

　はM銭・欝報革命が戦後重化学工業化の延長

　練土における麟鐵鴛重牝学工業の醗霊化と

　してあらわれたが，この露本型がi蒔銭を画

　したのは．じつはチップ革命の段贈，マイコ

　ンの蒔代と辱ばれるME・情鞍革命の第一隣

　梯の内容一チップ上での素子集積度の飛鍵的

　露上と量産化技徳の革命によって可能となる

　新鋭と在来との産業閣の壁突破と軍事に依

　存二埋没せざるをえなかったコストの壁突破

　一に梅応的であったにすぎぬ」。

　こうしてみてくると，「新鋭」重化学工業の繰

定においては，露本という枠緩みのみならず，轡1

弊史的枠組みのスケールが必要となってくる。

本書が強調する「7i年玉M婁体毒謹撰壌後の現代

資本主義の変質」の内容に関わって言えば，ド

ルをめぐる通貨・金離の縷彗面だけではなく，ヂ機

械と大工業珪を超える新たな生産力という基本

燭定において，立ち入った解明が求められる。例

えば，ヂマスプロダクション時代からの蜜本主義

び）歴史的転換の鐵発点」（野口〉，あるいはヂ75

奪～鎗年に在来重化学工業にとってかわって

新鋭M霊基幹が再生産構造の新基軸」（漂籔〉と

いう提趨は，深められるべきである。

3鱒隼代大不況の位置づけをめぐって

　本書では，「“バブノゾ’破綻を不溌の基本的原

露とするのは一藤的誤修である」（鐙7ページ／

として，「アメ夢力の繋嚢狡撃と欝本の輪鐡依存

的成長の破綻」（嚢§ページ／が強講される。そ

れは，これまで，「内需主導璽成長」への転換を

はからずに，不溌をつねに対米中心翰墨によっ

て克撮し，輸鐵依存的産業を中心に「輸鐵依存

的成長」を実現してきたのが，もはや不可能に

なったことを意味する纏6§ページ）。ここに，戦

後欝本の再生産構造は騰年代大不溌という形

で「総、揺盛されることとなる。

　これに薄し，野口は，「一つの爵代として総捲

するにはまだ皐すぎる」として，次のように位

置づける。

　「追いつめられ、たアメ》力企業が雫霧幸襲通奮霊草

　命で起死暴生の逆転をはか琴，徹底した婆ス

　トラクチャ壁ングで成功したのが19鱒年代

　であろう．茎鐙5年以降のインターネットの爆

　発的展琴舞はこうした流れを決定づけたものと

　いえよう。・一一警でいえば，規摸の経済の

　鷲代からネットワークの経済への移行であ

　る。この激変に露本企業はついていけなかっ

　たのは，藤本i璽生産システムの成功に酵って

　K蓬狂などに大量授資を重ねたこと薄書，遠乗彗投

　資となって裏馨に出たのではないだろうか。

　輪廻はめぐるというが，そうだとす轟ば饗選
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繭　　学　　諦　　集

　紀6）響本経済が再び蘇るのもあるいは蕪寺闘の

　跨題かもしれない払

　溝村は，いや，やは撃曝本璽企業体擬」そ

のものの「総掘3なのだ，と次σ）ように位置づ

ける。

　「バブル窮の需要拡大のなかで，鋳年代の唇

　春型金業体麟が，その異醗の高い競争力を発

　挿したがゆえに，遺棄彗蓄積を進行させ（つま

　む設備擾資・薩絹拡大／，バブル巌壊後に，そ

　れが遍豪華設講・遜灘灌絹注力として顕鷹化し．

　デフレスパイラル購造を長窮化させた。それ

　が，屡本型企業体舗そのも6）σ）再編・解体圧

　力を生んでいると捷えられないか。誉本の薄暮

　隼代大不溌墨は，舞本型企業体製を核とした

　（運賃〉覇権なき経済大国｛ア）醸罪という獲1題妾こ

　帰着すると思われる．」

　原懸もまた，まごうことなき深灘な「総懸」な

のだ，　と本書とは異なる提起を打ち鐵す。先ほ

どの「醤本型M£化の意義と鰻罪」の漸定を次

のよう1こ続ける。

　「とすれば開題は，鱒年代以降構報革命が本

　来6）姿で展絶する第二譜梯においてなおそび）

　型を維持せざるをえないこの国の資本主義の

　狭聡な枠組み．その特殊な｛圭績みにある，そ

　のようには考えられないか。・…鱒年代のア

　メリカで本格化する株式髭によって金鞍革傘

　の第二階梯が錘される。これを基準に馨本の

　金離革命を考察すると，本書では援われな

　かったこの匿の矯購麟痩の特殊性が問題とし

　て浮かび．ヒがってくる。雛年代」）半ば，馨本

　では籔i来の闘接金繕の枠を維持したまま，ア

　メリカによ彗強綴されて金議白雲化・醒際化

　が強行された。その震接金議は土地所有をイ言

　溺麟造の有力な手段とする銀羊学資本が中枢1の

　系列醗資の機構であ参，企業σ）自ε資本の選

　小と株式の持金はその産梅。また土地と株式

　の所有が生み鐵す含み益を土台として，その

第齢巻第3号

　．とに資本蓄積青書展開誉｝禽老となるのも臨接金表鞍

　の枠内でのこと。かくして露本塗金議革命が

　この闘接金勲の枠をのこしたために，比類な

　いバブルが発生しただけでなく，響本では本

　賂的なぎ株式化嘩へ6）途が閉ざされた，とは

　覆えないかあ

　だとすれば，鱒年代大不溌なるものは，ポス

ト冷戦の蟹茎年代，アメ》カで進子うする精報革命

と金甦革傘に窯らし出されてくる，戦後蕪本の

重建学工業の歴史的限定，「全機溝震撼墜，にほ

かならない。

塁　変革の課題と展望をめぐって

　本書では，そグ）末尾で次のように語られる。

　「欝欝年代大不潔が生み墨した諸霧題・諸矛

　盾は，讐本のこれまでの発展のあ撃方，現我

　資本主義の発展」）あ写方を購い藤1し，経済活

　嚢の真のあ彗方，経済政策の基本鬱念を遼求

　することをわれわれに追っている。一・いか

　に瞬難であろうとも，経済の発展・援繍ぎの発

　展σ）真のあり方を追求し，愚かしい歪んだ方

　肉に進みつつある経済活動に歯．疵めをかける

　ことが，現代に生きる大鷺に課せられた責務

　であろう」（485ページ海

　鶴鑓は，「深籍共感を覚える」として，鳳発展

の真のあり方正とはなにか1，「それは資本主義

のもとで可能なのか」，　と著者に闘いかける。

　据沢は，本書から「わが露の経済購造を輸出

依存型から匿内需要・醸人消費拡大型に転換す

べきである」と読みとる。

　これに対し，療遜は，「藤本の場合はアメサカ

資本主義とは襲踏を異にし，響本的なるものの

揚棄が課題となること言うまでもないが，その

場合は土地革命まで行かざるをえない3として，

「中瓶」された戦後買主革命の，情鞭革命段驚に

おける「再綴」を展望する。

　それぞれに，運論的な解明が大いに鞘待され

？
一。
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後藤：井韓霧段子罫凝我懸本経済論1新版］…戦後復興，「経済大蟹玉齢奪代大下浣雲（有斐鰻，2鰍｝隼／

る。

お　わ　琴　に

　以上見てきたように，本書は，戦後嚢本の重

篤学工業の麟議と展鵜を，冷戦アメ夢力との灘

連で解寵した，まことに「総捲的」な醗究書で

ある。しかも，運論的かつ体系的である。金園，

このような「書評」の形となったのも，そうし

た性格ゆえに飽ならない。さらなる議論グ）深ま

馨を願うものである。

　（追記／

　本稿は，「潔スト冷戦藩究会」（艶§｛手年5月27

蔭，明治大学）における鞭告レジュメ（新井材喜

代子ζ覆代馨本経済論垂の基本性格と意義夢を

骨子とし，　さらに，本書に寄せられた書評を交

えて，文章化したものである。瞬癒してくださっ

た著者，井村喜代子氏に感謝する。
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